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令和 7 年度 就職先・卒業生による DP 評価（集計結果） 

 

DP 推進委員会 

 

DP 推進委員会は、令和 6 年度卒業生及びその就職先に対し、「学位授与の方針に係わる学習成果」の

評価についてアンケート調査を行ったので、その結果をご報告いたします。 

 

 

１．調査の概要 

目的：本学は、建学の精神「礼節・勤労」に基づき、地域や社会に貢献できる人材の育成に努めてきた

が、これまで以上に地域や社会の要請に応える人材を送り出していく事ができるよう、本学教育

の検証を深めることを目的とする。 

調査対象：令和 6 年度卒業生 209 名、及びその就職先 127 か所 

調査期間：令和 7 年 12 月 

方法：郵送にて依頼文及び調査用紙を配布。就職先は返信用封筒か FAX にて回答。卒業生は返信用封筒

か Web（Googleforms）にて回答。 

 

 

２．就職先による評価 

発送件数：127 件、回答件数：99 件、回収率：78.0% 

 

①全体結果 

選択肢(5)：５.しっかりできている ４.できている ３.ややできている ２.あまりできていない １.全くできていない 
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②各領域の結果  ※実践力は 1 項目による測定のため省略 

選択肢(5)：５.しっかりできている ４.できている ３.ややできている ２.あまりできていない １.全くできていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.場に応じた服装をすること 

b.相手を尊重した挨拶・ことばづかいをすること 

c.配慮ある立ち居振る舞いをすること 

d.道徳的な行動ができること 

e.自他の人権や命を尊重すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.分からないことを辞書などで調べること 

b.新聞･本を読み、自分の知的向上を図ること 

c.物事を筋道を立てて考え、分析・総合すること 

d.自分の意見をわかりやすく他者に伝えること 

e.必要に応じてパソコンの利用をすること 

a.自分から進んで行動すること 

b.成果を上げるためにコツコツ努力すること 

c.責任を自覚し、改善・向上への意欲を持つこと 

d.自己を振り返り、改善点を見つけようとすること 

e.目標を立て、計画的に物事を進めること 

f.集団･社会をよりよくするために行動すること 

a.相手の話を傾聴し、共感的に理解しようとすること 

b.積極的に他者と関わること 

c.相手に合わせて自分の言いたいことを表現すること 

d.協力して仕事をすること 

e.リーダーシップを発揮すること 

f.状況に応じて、報告・連絡・相談を実践すること 
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３．卒業生による評価 

発送件数：209 件、回答件数：58 件、回収率：27.8％ 

 

①自己評価 

選択肢(5)：５.しっかりできている ４.できている ３.ややできている ２.あまりできていない １.全くできていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②職場に求められているか 

選択肢(5)：非常に求められる、4:やや求められる、3：どちらかというと求められる、 

2：あまり求められない、1：全く求められない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③どこで最も身に付いたか 

選択肢(3)：入学前、在学中、就職先 
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自 由 記 述 
アンケート結果（自由記述）について、記述内容を「Ⅰ 礼節・人間尊重の精神」「Ⅱ 勤労・問題解

決力」「Ⅲ リテラシー」「Ⅳ 協働力」「Ⅴ 実践力」の５項目に分類し一覧にまとめたものを、以下に示

します。（記述内容は原文ママ） 

 

【就職先アンケート】 

１．宮崎学園短期大学の本年度の卒業生について、良いと思われること。 

①保育科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 素直でコミュニケーション能力はある。0、1 歳児など小さい子に対しては、子どもの気持ちを受けとめ、優し

く接している 

• とても優しく誠実である。「園のために頑張ります」言ってくれる。笑顔がいつもよく嬉しく思う 

• 子どもたちに対して、温かい眼差しで丁寧に向き合う姿勢が見受けられる 

• 言葉遣いが丁寧で謙虚な姿勢があり、他職員と円滑にコミュニケーションをとりながら、子ども一人ひとりに寄

り添った丁寧な関わりが見られる 

• 笑顔がとても素敵である。社会人としての行動がしっかり出来ている 

• 返事がとてもよい。元気がいい 

• 職員間や保護者に丁寧に挨拶ができる。特に、保護者対応はコミュニケーションをとり、柔らかな対応で好感が

持てる 

• 礼儀・礼節がしっかりできている。遅刻などなく仕事にとりかかれている 

• 子どもの意見を尊重し関わろうとしている 

• 挨拶や言葉遣いが礼儀正しく、しっかり丁寧語で対応できている 

• 挨拶はよくできている 

• 立ち居振る舞いに好感が持てる 

• 礼儀マナー、コミュニケーションをとる力を含め、相手に好感・安心感を持っていただける人となりであると感

じている 

• 礼儀マナーや伝えたいことに対し、すぐ反応して行動する姿は好感を持てる 

• 子どもの目線になって、話ができている。保護者の対応も積極的ではないが、丁寧に対応できている。子どもも

先生に寄っていく。安心できる存在になっている 

• 礼儀正しい。コミュニケーションの取り方も上手である 

• 服装・身だしなみはできている 

• 笑顔。人と親しみをもって関わる 

• 常に笑顔で、子ども、保護者、職員と接し、楽しさが伝わってくる 

• 子どもたちや保護者、職員に対して笑顔で明るく振る舞うことができ、子どもたちも安心して過ごしている 

• 丁寧な挨拶、根気強く園児と関わる 

• 明るく柔らかな人柄で、職場に良い雰囲気をもたらしている。きちんと挨拶ができる 

• 自ら積極的に周りとコミュニケーションをとり、行動しようとする姿がある。保護者とのコミュニケーションも

よくできている 

• 挨拶ができ、大きい声が出せる。だれとでもフレンドリー 

• 慎重に物事をすすめ、考えながら発言することができ、素直で真面目な態度で好感をもてる 

• 指導された事は素直に聞く。声掛けが優しい 

• 自分の役割をしっかり果たそうと、身近な先輩に聞き、すすめようとしている。子どもにも、保護者にも明るく

接する姿は、とても好ましい 

• 物腰が柔らかく、子どもと保護者も安心して、園生活を楽しむことができている 

• 困ったことや疑問を上司や先輩に適宜相談や積極的に質問をしている。また、丁寧な言葉遣いや謙虚な姿勢で利

用者や他職員と接している 

• 礼節・勤労の精神が、しっかりと身につき、立ち居振る舞いがとてもよい 
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• 常に明るく、子ども達や先生達とコミュニケーションがとれている 

• 他の職員を見ながら積極的に行動し、効率的に仕事をこなしている。対人関係においても謙虚な姿勢でいなが

ら、しっかりと自分の意見を伝えられる 

• 心が優しく、子どもに対して親切で愛情深い 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• アドバイスを素直に受け入れ、やってみようとするところ 

• 疑問点は先輩保育士に尋ね、自分で問題解決する 

• 上司や先輩に言われた事に対して、素直に応じることができる。自分の課題に対して努力する姿がある 

• 得意な事は自ら進んで行動できる。分からない事は積極的に質問し、習得しようとする 

• 与えられた仕事を責任持って行っていることや自分の得意なことを進んで毎月やっていて、助かっている 

• 何事に対しても真剣に考え行動している 

• 園の自己評価でも、しっかり振り返りができている。ピアノの練習も頑張っている 

• 意欲的に学ぼうとする姿が見られ、実践力がある 

• 明るく素直に仕事に取り組む姿勢 

• 仕事に対し信念を持ち、謙虚に真摯に取り組んでいる。これからも、子どもたちの個性、特性、発達について学

びを深めて、保護者対応を含めて素晴らしい保育者に成長して欲しい。その為の力を十分持っている大いに期待

する人材である 

• とても真面目に勉強熱心で向上心が高く、頑張っている。責任感も強く、任された仕事は、しっかり行い、他の

先生方の信頼も厚い 

• 前向きな努力はみられる。わからないことは、よく質問してくる。素直である 

• 子ども一人ひとりの育ちを理解し、保育をしている。保育に対して前向きであり、振り返りもしっかりできてい

る 

• 真面目に誠意をもって取り組んでいる 

• 前向きに職務に取り組んでいる 

• 助言をした際、素直に受け入れようとする 

• 勤勉で、吸収力がある 

• とても素直で、わからない事があれば、すぐに相談して解決している。とても真面目でいろいろな事を吸収し、

頑張っている姿に感心している 

• 先輩の先生方の指導をしっかりと受け入れようとする姿。素直なところ 

• 何でもこまめにメモを取り、振り返りをしながら、実践に活かそうとする姿が見られる 

• コツコツと努力する 

• 何事も積極的で、行事の運営や子どもを楽しませることに貢献してくれている。仕事を選ばず、最後までやり遂

げてくれる 

• 何事にも意欲的に取り組み、協調性もある。こどもに対して丁寧である 

• 周囲を見ながら自分なりにどうしたらよいかを考え、積極的に業務を行うことができる。素直で真面目な態度が

好感をもてる 

• 初めての職務だったにも関わらず、難しいケースのお子さんに対しても真剣に向き合える 

• 明るく元気で、素直さがあり、前向きに行動できる 

• 保育者として、子どもの思いに寄り添って対応できる。記録等の記述も適確である。社会人として、期限を守

る、規律を守って行動できる。真摯に何事にも取り組み、信頼も厚い 

• 上司や先輩職員から教わったことを実践してみようとする素直さ謙虚な姿勢が見られる。提出物は期限を意識

し、自分で立てた計画に基づいて遂行することができる 

• 素直で仕事に対して、熱心に取り組んでいる 

• 自分でできることには、積極的に参加し、学ぼうとする姿勢が見られる。周囲の助言を受け入れながら吸収して

いく姿勢は、今後の成長につながると思う 

• 何事にも意欲的で積極的に行動し、コミュニケーションをとることができる 
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• 疑問点や不安なことはそのままにせず、冷静に振り返りをした上で、報告、相談がある。子どもたちの変化によ

く気づき、向き合っていろ時の笑顔が素敵である 

• 元気よく明るい表情で子どもたちとも積極的に関わり、勤務態度も真面目なところ 

• 積極的に「わたしがします」「お手伝いします」等、自ら進んで声をかけ、行動することができる 

• できるできないに関わらず、一生懸命に取り組む姿は素晴らしいと思う 

• 行事の役割にも積極的に手を挙げ、責任を持って取り組んでくれた 

• 自分の苦手なことも、日々の努力で少しずつ改善しようとしていること 

• 疑問に思ったことは、積極的に質問する姿勢 

Ⅲ リテラシー 

• 毎日笑顔で子どもに接する 

• 落ち着いた性格で、自ら前に出ることは多くないが、任された仕事には責任を持って取り組む誠実さが感じられ

る 

• 3 年間貴学で学んだだけあり、何事にも落ち着いて行動でき、周りへの気配りもできている 

• 保育士としてしっかり勤務できている 

• 積極的に利用者と関わろうとするところ。障害特性を理解しようとする姿勢。しっかりとした発語で、人に伝え

る事ができる 

• 自立へ向けて、社会的活動を行う際も報告や相談を怠らない。自分の時間も大切に過ごし充実した生活を送って

いる 

• 子どもの接し方が優しい 

• 周りを見ながら協調して仕事ができている 

• また、自分の思いをしっかり持ち、一緒に組んでいる職員に自分の意見を伝えることができる 

• 大学で学んだ事を実践しようとする姿勢が見られたり、職員へ情報伝達することで、他の職員への刺激となって

いる。保育の質を高めるためにも、たいへん期待している 

Ⅳ 協働力 

• 礼節、協働力は良い 

• 居室職員の人たちは年がすごく離れているため、大変とは思うが、頑張っている 

• チームワークもよく、同僚や先輩の先生にも意見を聞いて丁寧に対応している 

• 周りの職員とも話し合い協力して、対応することができる 

• 明るく元気でコミュニケーション能力に長けている。チームワークも良く、素直に相手の助言や意見を受け入

れ、対応することができる 

Ⅴ 実践力 

• パネルシアターや手遊びなど、実技面では自信を持って取り組むことができているため、力をつけている 

• 仕事に取り組む際、積極的に動けている 

• 発表会では、アイデア満載の小道具や衣装を作成し、昨年踊る姿が見られなかった子が、生き生きと踊る事がで

きていた 

• 自分の得意をアピールすることもでき、子ども達との関係も良好である 

• 笑顔は満点である 

 

「礼節・人間尊重の精神」と「勤労・問題解決力」に関する評価コメントが多数見られた。素直さ、真

面目さ、積極性が際立っており、子どもや保護者、職員との良好な関係性が築けていることが示唆され

た。 

 

②現代ビジネス科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 丁寧な接遇ができている 

• 常に相手の話を最後まで聴くことができる。途中で自分の意見を言うことはなく、コミュニケーション力が高い 

• 相手からの指摘を素直に受け取り、改善に取り組める 
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• 笑顔で受付対応できるようになり、環境にも慣れ、自信も着いてきたのだと感じる。明るい長所を活かし、活躍

して欲しいと思う 

• 指示を素直に受け取り、吸収しようとする姿勢 

• コミュニケーション能力が高く、患者対応やスタッフ間のやりとりなど素晴らしいと思う 

• 明るく患者様と接することができる 

• 明るく前向きに仕事に取り組んでいる点 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• 何事にも一生懸命に取り組み、できるようになろうと努力している 

• 素直で前向きな取り組みは、周囲に良い影響を与えている。任される業務範囲が広がるにつれて自身もつき、設

定されている目標に対してもポジティブに挑戦できるようになった 

• 高い学習意欲と実行力を持ち、課題を自らの成長の機会として捉えて行動できる点が素晴らしい 

• 読書や自発的な勉強を欠かさない姿勢は同期入社の新人に良い影響を与えている 

• 理解力が高く、学ぼうとする姿勢が見られる 

• 学んだことをしっかり活かしながら、仕事に対して真面目に取り組んでいる 

• 課題・目標に対して、主体的に努力・行動ができる点 

• 真面目に仕事に取り組んでいる 

• 周りの状況をちゃんと見ており、理解力も良好で飲み込みが早い 

Ⅲ リテラシー 

• 業務だけでなく、採用活動などの社外活動にも積極的に参加し、組織の課題を自分事として捉える当事者意識が

ある 

• 理解力が高く、学ぼうとする姿勢が見られる 

• コミュニケーション能力が高く、責任感を持って業務遂行をしている姿を見ると御校での教育が活かされている

と思う 

• 周りの状況をちゃんと見ており、理解力も良好で飲み込みが早く、現在はある程度自立して業務を行えている 

Ⅳ 協働力 

• 上長の業務サポートやチーム内での相互フォローを率先して行う姿勢があり、組織全体の業務軽減に貢献してる 

• 職場のメンバーと円滑にコミュニケーションができる点 

• コミュニケーション能力や協調性がある 

• 協調性がある 

Ⅴ 実践力 

• 頼んだ仕事を遅れずに行ってくれるところ 

• チャレンジしたいと言ってくれるので、取り組みはよいが、まとめたり継続できないことが多い。楽しむ姿勢は

誰よりもあることは良い 

• 業務の習得が早く、自ら進んで行動できている。コミュニケーション能力が高く、患者様対応もスムーズに行え

る 

• 最後までやりきる力を持っている 

• 積極的に行動している。一度教わったことは次からは言われなくても行動できる 

• 頼んだ業務の処理が早いので助かっている 

• 何事にも積極的であり、物怖じしないこと。行動力があり、メンタルも強いこと 

• 遅刻・欠勤も皆無で、総合的に判断してすばらしい 

 

特に「実践力」と「勤労・問題解決力」の評価が多く、即戦力として活躍していることが示唆された。

継続性に課題はあるものの、成長意欲と行動力が評価されている。 
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２．宮崎学園短期大学の本年度の卒業生について、今後の課題であると思われること。 

①保育科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 社会人としてのマナーや電話応対、職員間のコミュニケーションスキルを磨けると、さらに良くなると思う 

• 自ら挨拶をする事。様々な年齢の方と積極的にコミュニケーションを取る事 

• 体調管理。元気な挨拶。しっかりとした受け答え 

• 同僚とのコミュニケーションの取り方 

• 先輩とのコミュニケーションの取り方 

• 社会人として会社や職員、園児の個人情報を守ることの重要性を学び、就職してほしい 

• 職員とのコミュニケーションが少なく、情報共有や報連相が足りない 

• 自信を持って、元気に挨拶してもらえると、もっと良いと思う 

• 自分の気持ちを伝えたり、自分からの相談は、まだ時間がかかりそうな事がある 

• 基本的なコミュニケーションの取り方やビジネスマナー等を併せて指導していただきたい 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• 指導されたことを振り返りながら、学び身に着けていってほしい 

• 人と話すコミュニケーション力、感想や意見など、自分の思った事や次への意欲を自分なりの言葉で伝える事が

出来ると、もっと素敵な保育士になると思う 

• 提出期限を守ることが苦手なため、まずは時間管理や自己管理のスキルを身に着ける事が今の課題である 

• 今後は報連相をより積極的に行い、自ら考えて行動する力や向上心、意欲を持って保育に向き合い、見通しを持

って行動ができるようになることが課題である 

• これから多くの事を経験して、一歩ずつ頑張ってほしい 

• 困っていることを伝えること。今のうちに、たくさんの失敗の経験をしてほしい 

• 提出物や期限を守る事が苦手。理解できていなくても「大丈夫です。」と答えるので、分からないことはしっか

り聞こうを目標に動いてもらっている 

• 周囲を見て行動する事。計画をたてて逆算に色々な事に取り掛かり、提出期限を守る事 

• メンタルを鍛えること。時間配分をたて行動すること。提出期限を守ること 

• 保護者支援とコミュニケーション能力を現場で、さらに学んでほしい 

• いろいろな事に積極的に関わり、技術を身に着けて欲しい 

• 学校での課題というより、性格、家庭的な課題が多い様な気がする。注意・アドバイスをする時、本人がどう受

け取り、理解したかが難しい。説明して理解したかが分からない 

• 課題の提出期限を守る事。人権擁護、人権尊重の視点からの福祉のあり方、支援を学ぶこと 

• 見通しを持って、しっかりと仕事をこなすといいと思う 

• 見通しを持って期日までに段取り良く進めていく上で、計画性と責任を持つ姿勢は学生生活の上でも必要なこと

ではないかと思う 

• 文章化するものが、目を通す相手に伝わる文面の組み立てを、学生のうちから意識されておくと良いと思う 

• ピアノが苦手なようなので、もう少し頑張って欲しい。行事の事、子どもの事遠慮せず、わからないことは尋ね

て欲しいし、積極性を楽しみにしている 

• 保育・職場関係で学んだ事を基として、力強く創り出す気持ちを育てて欲しい 

• 経験を積むこと 

• 提出期限を守り、計画的に取り組む。歌、ピアノ、手遊び、保育内容の充実。社会人として仕事に取り組むこ

と。体調管理。子どもに対しての関わり方、声のかけ方 

• 書類の書き方や話し合いの場で、自分の意見・考えを伝えること 

• 積極的な自己発揮 

• 提出物などの期限遵守が課題である。計画的に物事を進められるように指導していきたい 

• 社会人としての自覚を持ち、与えられた以上の働きを積極的にする。嫌な仕事にも取り組む姿勢 

• 指導された事が持続されない 
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• 仕事上の指摘を受けた時に、落ち込みが大きく、保育への影響があるように感じる。すぐに他の先輩保育者と同

じにはできないと俯瞰してとらえ、できるようになるために、ひとつひとつ取り組んでいく姿勢を持てるように

なることが望ましい 

• まだ自分から相談することに慣れていないことから、自分の体調よりも業務を優先してしまい、結果集中力の低

下やミスにつながることがあった。体調管理を日常的に見直し、周囲の職員にも頼ることも大切なことだと理解

してもらうように伝えている 

• 社会人としての心得、学びの姿勢をもう少し具体的に伝えていただくとスムーズかなと思う 

• 体調管理に気を付けて、仕事をしようとする姿勢 

• 体調管理をしっかりして、仕事に臨む準備をすること 

Ⅲ リテラシー 

• 支援を必要とする子どもに対する支援の仕方をもっと学んでほしい 

• ピアノの授業を受けている思うが、童謡はもっと弾けるレパートリーを増やして欲しい 

• 学校で学んだであろう手遊びを子どもにしてあげて欲しい。先輩と同じものだけでなく、新しいものも取り入れ

ていくとよい。ピアノやパソコンをコツコツと日々練習にとりくみ、自信を着けてほしい 

• リテラシーの部分を伸ばして欲しい 

• 手遊び歌など学んでいると思うが、披露している機会が少ないので、積極的に歌をうたったり、手遊びをしてく

れたら良いなと思う 

• 室内環境や衛生環境など積極的に取り組んでもらうといい 

• 現在も十分な教育内容により基礎的な姿勢や人間性は十分に育成されていると感じる 

• 短期大学で学んだことを存分に生かし業務を行ってほしい 

• 子どもへの声掛けが少ない。子どもへの関わりが消極的 

• 特性のある子に対しての反応を人任せにしてしまうことがある 

Ⅳ 協働力 

• 職場の状況を見て、自ら動ける判断力と積極性を伸ばしていくことができれば良いと思う。まだ 1 年目のため、

今後さらに経験を積むことで、さらに成長することを期待している 

• １年目で覚える事が多くせいか、日々緊張しているように思える。ゆとりを持って、更に素敵な保育教諭なるこ

とを期待している 

• まだ１年目なのでリーダーシップを取ることは難しいと思うが、コミュニケーションを取りながら、積極的に保

育を引っ張っていくことを期待したい 

• これから徐々に経験を重ねていき、リーダーシップを発揮してくれることを期待している 

• まだ１年目ということもあり、周囲の話をしっかり聞きながら行事等を進めているが、これからさらに、意見を

たくさん出して、自分の色を出していくと、もっと良くなると思う 

• 経験を重ねていくことで、若手のリーダーとなって欲しい。それは園の課題だと考えているので、送っていただ

いたすばらしい人材を大切に育てたい 

• リーダーシップや分析・総合などは、これから経験を積むことで発揮されると期待している 

Ⅴ 実践力 

• 正規職員として、リーダーシップをとれるくらいに自信を持ってほしい 

• 自分の経験やこれまで学んできたことを、自信を持って発信していくことを期待している 

• 何事にも積極的に取り組み、様々なことを経験することで、自信へとつながっていくことを期待する 

• 様々な面で遠慮がちな所が見られるため、これから自分をしっかり出し切り、失敗を恐れず挑戦してほしい 

 

課題として、提出期限の遵守、計画性、報連相、体調管理などが多くあげられている。また、リテラシ

ーとして保育技術(ピアノ、手遊び)や子どもへの関わり方の向上が求められている。しかし、多くが「1

年目」であることを考慮し、経験を積むことでの成長に期待している様子がうかがわれた。 
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②現代ビジネス科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 状況に応じた態度、言葉遣いや相手の気持ちを尊重した態度・言葉 

• 礼節を重んじ、社会人として時間を守るなどの最低限のルールの遵守 

• 基本的なマナー。心の余裕。人の意見を素直に受け入れ、次に繋げること 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• 電話応対の際に、病院側が必要な情報を聞き取る能力が育つと自分の仕事により一層自信がつくと思う 

• 社会人としての基礎である話し方や報連相については、今後も実務を通じて習得・定着させる必要がある。ま

た、業務への深い理解に加え、関数などの PC スキル向上など、実務遂行能力を一段階引き上げるための学習を

継続していくことを期待している 

• 非常に意欲的だが、意見や提案の際に「背景・根拠・結論」をより明確にする理論的思考力と説明力を磨くこと

で、業務推進力がさらに高まると考える。また、より高い成果を出すために、緻密なスケジュール管理などのタ

イムマネジメント能力を向上させ、生産性を高めることを期待している 

• 卒業後のビジョンを早い段階で明確にし、そこに向けて勉強してもらうと働きやすいと思う 

• 経験が浅いため、作業スピードや優先順位付けには、今後の習熟が必要であるが、日々の業務を通して着実に成

長しており、自ら進んで行動することで、更なる成長を期待している 

• 仕事に慣れてきても志を高く持ち、常に心に余裕を持ちながら、どのような仕事でも前向きに対応できる能力を

つけて欲しい 

• まだ、１年目なので、まずは１年間の業務の流れを理解してもらってから本番だと思う 

• 報連相の仕方を具体的に学んでほしい 

• 業務上判断に迷うことのアドレスは求めてくるが、患者の安全とチーム医療の円滑な運営に不可欠な報連相がで

きていない 

Ⅲ リテラシー 

• 多能工育成を行っていく 

Ⅳ 協働力 

• 誰に対しても優しく接しており、人間関係でのトラブルは少ないと思うが、自分の考え、想いを自信を持って発

言できるようになる事が今後の課題である 

• 先生方と卒業後に会える機会があることはありがたいが、卒業生と在学生が話せる機会があってもよいと思う 

• 今後、リーダーシップを発揮して、メンバーを牽引する役割に成長することを期待している 

• 今後キャリアアップをし、幹部スタッフとして活躍することを期待している 

• 同じ医療事務のチームワークにおいて、自分に必要なこと、求められていることを考えて実行する力。看護師な

どの多職種と良好なコミュニケーションを取るための気付きや考察力 

Ⅴ 実践力 

• 積極性 

 

課題として、報連相のスキル、理論的思考力、タイムマネジメント能力の向上が求められた結果となっ

た。また、自分の意見を発信する力やリーダーシップの発揮が期待されている。全体的に「1 年目」で

あることを考慮しつつ、今後の成長と実務経験を通じたスキルアップへの期待が示されている。 

 

 

【卒業生アンケート】 

１．宮崎学園短期大学の在学中に、学んで良かったと思われること。 

①保育科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 「礼節」挨拶や言葉遣い、作法等を活用する場面が多くあったから 

• 礼節 

• 勉強だけでなく、礼儀面など社会に最も必要なことなど細かく実践して学ぶことができたので良かった 
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• 礼節・勤労の講義で、敬語やお礼状の書き方など、一般常識を再確認。学びなおしができた 

• 礼節や相手を敬う気持ち等を学んでいたので、就職してすぐの頃から礼節について褒められているためよかった 

• 礼儀や作法 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• 学友会に所属し、企画から準備を行い、人の前に立って表現する力を身につけることができた 

• 学友会に所属していたため、集団で活動する際の「報・連・相」の重要性や自分の意思を伝える力などを身に付

けることができて良かったと思います 

• 自分の考え方だけでなく、多様な考えをもつクラスの方と交流しながら学べたこと 

• 人間関係。いろんな経験をすること 

• 人前で発表する機会があったり、クラスの友達などとの交流が多かったこと 

• 卒業し、就職してみて、全ての講義での学びが活かされていると感じます。学んでいる時は教科ごとに分かれて

いましたが、働いていると、様々な場面で繋がりを感じ、全体を通して、学んでいてよかったなと思います 

• 日誌の書き方や指導案の作成 

Ⅲ リテラシー 

• 保育は保育士にしかない目線で子どもと関われることがよかった。福祉専攻では知識を知っておくことで実習で

活かせた 

• 保育科・専攻科での専門的な知識(将来役に立つから) 

• ピアノ 

• ピアノ、心理学、子どもの発達に関する知識 

• 子どもの発達や行動への理解が深まり、関わり方に自信を持てるようになったことです。講義と実習を通して、

子どもの姿を丁寧に見つめる大切さを実感しました 

• 子どもの発達段階、障がいの特性対応 

• 主体的な保育について、音楽療法 

• 色々な手遊び歌 

• 専門の知識 

• 専門的な知識がえられたこと 

• 専門的知識や技術、マナーについて学ぶことができて良かった 

• 特に特別支援の講義から子どもの行動には様々な要因が考えられることを学び、声かけや、支援をする際に子ど

もの内面を見るように心がけて保育することができているように感じます 

• 特別支援教育、食と栄養 

• 氷山の一角では、特性のある子どもたちに対してたくさん照らし合わせて学びました。今の時代、特性のある子

が増えてきている中、その子が発した言葉に対して、ほんとはどのような意味があるのかなど、短大で実践して

ワークをしていく中で、たくさんワークをしてきて良かったなと思いました 

• 保育・病気等に関しての知識、対応 

• 保育に関する知識、実習で学べた内容、音楽を使った表現の活動 

• 保育の専門的な知識や実習を通して実際に子供たちと関わることで学びを深められたこと 

• 介護福祉 

Ⅳ 協働力 

• コミュニケーション力の大切さ。色んな人と関わることが苦手分野から得意に変わった 

• 仲間と支え合いながらさまざまな実技に取り組んだことで、保育の楽しさを改めて感じ、この道を選んでよかっ

たと思えるようになりました 

• クラスのみんなで行事に一生懸命取り組んで得た嬉しさ、達成感 

Ⅴ 実践力 

• やっぱり現場に行って経験する事は本当に自分の自信に繋がったので、実習で 1 番学べてよかったなと思います 

• 実習 

• 実習を多く密に出来たこと。保育実践という経験、責任保育など施設実習など様々な経験が出来たこと 

• 授業内容はもちろん大切だが、それを踏まえて多くの実習に取り組めたことで知識が定着しやすかった 
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• 保育の実習で様々なところに行き、それぞれの工夫などの実習で様々なところに行き、それぞれの工夫など違い

に気づけたので良かったです 

 

「学んで良かったこと」として多くあげられているのはリテラシーに関することで、保育や福祉の専門

的知識、子どもの発達理解、特別支援教育などの記述が多く見られた。実践力として、実習現場での経

験が自信につながったという意見もあった。また、「建学の精神」を通して、社会人として必要な礼儀作

法が就職後すぐに役立っているという実感が示された。 

 

②現代ビジネス科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• ビジネスマナー 

• ビジネスマナーや電話応対、敬語の使い方、礼節 

• 患者だけではなく、目上の人や業者の方ととても関わる場所なので、学生の頃に学んだ礼節や敬語の使い方は非

常に役に立っていると思います 

• 言葉遣いなどの礼儀 

• 正しい言葉遣いや礼儀作法 

• 電話対応や、礼節、正しい言葉遣いなど。礼節の授業や秘書実務の授業は就職先でも大変役立っています 

• 礼儀作法 

• 礼儀作法や正しい言葉遣いなど学んだことが仕事に活かされていて学んで良かったと思った 

• 礼節 

• 礼節の授業での電話対応の仕方や上の人との関わり方、敬語の使い方など 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• 基本的なパソコンの扱い方 

• 授業や学校生活を通して、PC スキルや礼節、コミュニケーションスキルを身につけることができたこと。いろ

んな資格を取得できたこと、取得するために様々な分野を学べたこと 

• パソコンの使い方、タイピング。グループや人の前で話すことを経験できたこと 

Ⅲ リテラシー 

• 医療に関する知識があること 

• 語学 

• 専門的な知識とスキル 

Ⅳ 協働力 

• コミュニケーション能力が就職や色んな場面で役に立ち自分の自信に繋がりました 

Ⅴ 実践力 

• Excel 等の PC の知識、電話対応、敬語等の目上の方に対する言葉使い。先生方と気軽に話せたことで目上の方

と話す際に緊張することなくお話できています。授業以外で学んだことがたくさんありました 

• パソコン作業もある為、タイピングを練習しておいて良かったと思った 

 

特にビジネスマナー、電話対応、敬語の使い方、礼儀作法が就職後の実務で非常に役立っているという

意見が多く見られた。礼節やビジネスマナー、PC スキルに関する授業が、特に実務に直結しているこ

とが示唆された。 

 

 

２．宮崎学園短期大学の在学中に、もっと学んでおけば良かったと思われること。  

①保育科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 人との関わり方、相手の立場や自分の立場を踏まえて関わることを大切に学生生活を送ることが大切だと感じる 
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• 保護者との関わりでは、もっと気持ちに寄り添う姿勢を学んでおけばよかったと感じています。実習を通して、

ちょっとした言葉づかいや伝え方で安心してもらえることを知り、丁寧なコミュニケーションの大切さを実感し

ました。これからは、保護者が話しやすい雰囲気を大事にしながら、少しずつ関わり方を深めていきたいと思い

ます 

• 保護者対応などもう少し学びたかった 

• 子供への言葉がけ 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• 高校からの延長として勉強をする習慣をつけておけばよかったです 

• 新聞等を読んだりし、知識を増やせばよかったと思っている 

• 全科目もっと熱心に取り組めば良かった 

• 本を読むこと 

• 授業 

• 文章構成力 

Ⅲ リテラシー 

• パソコンのエクセル・技術 

• パソコン技術、社会資源 

• 一般科目を色々なものをしてみたかった 

• 月案や個別指導案の書き方をもっと詳しく学んでおきたかった。5 領域の中で、子ども達の姿を見ながらねらい

や内容を考えるのが難しい為、もっと詳しく学んでおけば良かったと感じる 

• 子どもの病気や感染症について、部位の湿疹の出方や飛び火の危険性等を深く学んでおけばよかったと思った 

• 支援が必要な子どもに対しての具体的な対応方法 

• 児童表の書き方 

• 制度についてもっと学びを深めておけば良かったと感じる 

• 専門知識。学習不足だったと感じる場面が少々ある 

• 特性のある子への理解や、保護者への連絡の仕方など 

• 病後児保育などの詳しい事 

• 保育の専門的な知識をもっと詳しく学んでおいたらよりよい保育が出来ると思う 

• 連絡帳の書き方 

• 記録の書き方(伝える力) 

• 障がい児保育 

Ⅳ 協働力 

• 積極的に関われたけど、他クラスの子たちは別世界だったので、いろんな人と話しておいてそれぞれの特性など

知れれば良かったと思う 

• もっと周りの友達や先生を頼ること 

Ⅴ 実践力 

• 運動遊びについて 

• ピアノです 

• ピアノをもう少し頑張ればよかった 

• 保育でのピアノ、活動 

• 保育園に就職してみてもっとピアノの練習を主にするべきだと働いてみて思った 

• 実技的な授業 

 

卒業後、実際に保育現場で働く中で、学生時代に学んだ知識を実際の保育にどう活かせばよいのか戸惑

う場面が多いことが伺える。月案や指導案の書き方、特別支援が必要な子どもへの具体的な対応、記録

や連絡帳の書き方など、「理論として学んだこと」を「実際の現場で使えるスキル」に変えるための、よ

り実践的な学びが求められていることが示唆された。 
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②現代ビジネス科 

Ⅰ 礼節・人間尊重の精神 

• 敬語やマナーなど社会に出て必要になってくるもの 

• 礼節や言葉遣いは学べましたが、より丁寧に使いこなせるよう、もっと意識して学べばよかったと感じています 

Ⅱ 勤労・問題解決力 

• １つの分野にとどまらず、幅広い分野に目を向けておくこと 

• 興味があったけど取得までは行動に移せなかった資格(簿記等)について学んでおけばよかった 

• ボランティアやアルバイトなど実践経験について、より学んで経験を身につけるべきだった 

• 表現の仕方や伝え方をもっと学べたら良かったです 

• 話す力 

Ⅲ リテラシー 

• エクセルやパワーポイントの検定１級が合格できなくてもっと学んで合格したかったです 

• パソコン 

• パソコンの基礎だけでなく、もっとスキルを身につけておきたかった 

• パソコンの使い方、事務処理、FP の授業、簿記は自ら進んでもっと勉強すればよかったと感じる 

• 医療事務について 

• 英語 

• 英語 

• 専門分野をもっと深く学んでおけばよかった 

• 在学中に医療用語を勉強していましたが、実際働くと病名や薬名がたくさんでてくるので、まだまだ知識不足だ

と感じています。今新たに調べて学びながら働いてます 

Ⅳ 協働力 

• 親しい人以外とも積極的に関わること 

Ⅴ 実践力 

• メディアコミュニケーションが学びたかった 

• 電話の使い方。授業では受け答えは学んだが、保留後や内線のつなぎ方、電話内容を聞き取りまとめて報告する

ことの大変さを働いて感じました 

• 電話対応 

• 来客が来たときの対応の仕方 

 

パソコンスキル(Excel、PowerPoint)、医療用語や専門知識について、基礎的な学習だけでなく、より高

度なレベルまで修得しておきたかったという意見があげられた。電話対応について、基本的な受け答え

だけでなく、保留や内線対応、内容の聞き取りとまとめなど、実務で必要となる応用的なスキルまで学

びたかったというニーズも見られた。 

 

 

まとめ 

就職先アンケートと卒業生アンケートの分析結果をまとめると、高く評価されている点は、礼節・挨

拶・言葉遣いなどの基本的なマナー、そして専門分野の基礎知識であった。これらは、就職後すぐの段

階で役立っていることが就職先・卒業生の双方から評価されている。一方で、短大で学んだ知識を実務

として活かすことが課題としてあげられた。課題について就職先・卒業生とも実務について言及してい

る点では同様であるが、双方で視点が異なり、就職先は報連相、期限管理、計画性など「社会人基礎力

の実践」を求めているのに対し、卒業生は月案の書き方、ピアノ、電話応対の応用など「授業で学んだ

ことを現場で使いこなす技術」の修得不足を実感していた。 

今後、基礎的な専門知識に関する教育は維持しつつ、実務で必要となる書類作成・実技・対応方法に

ついて、ケーススタディやロールプレイなど実践的な演習を充実させ、「知っている」から「できる」レ

ベルまで到達させることが必要であると考える。 


